
　無許可の廃品回収業者に関するトラブルが全国的に
増えています。家庭ごみを市の許可や委託を受けてい
ない回収業者が収集し、処理することはできません。

　無許可業者を利用すると次のような問題が発生する
ことがあります。
○回収された廃家電製品や粗大ごみなどが、山林に不
法投棄される。
○「無料」と言いながら、トラックに積み込んだ後に
「これは無料対象品目ではない」「型が古いのでリサ
イクルできない」など、さまざまな理由をつけて高
額な請求をされる。

○環境対策をしないで解体処理することで、フロンガ
ス、鉛などの有害物質が放出される。
○家電製品は電池やプラスチックを含むため、不適正
な管理により火災発生の原因になる。

　このようなトラブルに巻き込まれないためにも、不
要になった家電４品目（エアコン、テレビ、冷蔵庫・
冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）は、家電リサイクル法
に基づいて家電販売店や指定引き取り場所へ持ち込む
など適正な処分をしてください。
　また、家電４品目以外の廃家電や粗大ごみは「資源・
ごみ分別ガイドブック」や「伊賀市ごみ分別アプリ」
を確認いただき、ごみの減量化と適切な分別にご協力
ください。

　定められた納期限までに税金等を納めないことを滞
納といいます。滞納は市の財源が損なわれるだけでは
ありません。滞納整理には多くの費用がかかるため、
市にとって大きな損失であり、最終的には市民全員で
その損失を負担することになります。市では、大多数
の納期内納付者との公平性を確保するため、差押えを
強化するなど厳しい対応をとっています。
◆債権の分類による滞納整理の違い

《強制徴収公債権》
　行政処分により差し押さえることができる債権
（例）市税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、

保育料、下水道使用料など

《非強制徴収公債権》　
　個別の法令に根拠規定がないため、滞納処分を行え
ない債権
（例）農業集落排水処理施設使用料など

《私債権》
　契約などの当事者間の合意に基づき発生する債権
（例）水道料金、市営住宅使用料、市民病院診療費など
　非強制徴収公債権と私債権は、裁判手続きによる支
払督促＊や訴えの提起などを通じて強制執行を行います。
＊支払督促…金銭の支払いを求めて簡易裁判所の書記官に申立
てを行う裁判手続き 

無許可の廃品回収業者にご注意ください

滞納債権の差押えを強化しています

【問い合わせ】　○廃棄物対策課　☎  20-1050　℻  20-2575　 haikibutsu@city.iga.lg.jp
○（ごみの分別について）　さくらリサイクルセンター　☎ 20-9272　℻  20-2575　 sakura@city.iga.lg.jp

【問い合わせ】　収税課　☎  22-9675　℻  22-9618　 shuuzei@city.iga.lg.jp

無許可の廃棄物回収業者には、以下のような例があります

○町中を大音量で巡回 ○空き地で回収 ○チラシを配布 ○インターネットで広告

粗大ゴミ
無料回収

粗大ゴミ
無料回収

iPhone 版伊賀市ごみ分別アプリ Android 版

《強制徴収公債権》　令和５年度　差押え実績
差押区分 件　数 取立金額
預貯金 707

１億1,281万円

給　与 252
年　金 0,181
不動産 63
その他 159
合　計 1,362

《非強制徴収公債権・私債権》　令和５年度　差押え実績
差押区分 件　数 取立金額
預貯金 1

1,191万円
給　与 8
不動産 2
合　計 11

《非強制徴収公債権・私債権》　令和５年度　裁判所申立て件数
支払督促 69
訴　　訟 01

トピックス

生きづらさを抱えた人に寄り添う社会づくり

「ひきこもり」について考えてみませんか？
【問い合わせ】　生活支援課　☎ 22-9650　℻   22-9661　 shien@city.iga.lg.jp

【と　き】　１月 12 日㈰　午後１時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【講　師】　ノートルダム清心女子大学
　　　　　人間生活学部人間生活学科　准教授
　　　　　中井 俊雄さん

　ひきこもっている人のことが、場合によっては一見
「さぼっている」ように見えるかもしれません。しか
し内面では大きな不安や葛藤を抱えていることが多い
ものです。本人にとって「安心・安全な環境」や「理
解してくれる人の存在」、周囲の人のひきこもりにつ
いての正しい理解がひきこもりの人の社会参加に必要
不可欠です。
　伊賀市では「ひきこもりサポート事業」を伊賀市
社会福祉協議会に委託し、ひきこもりに関する本人・
家族への相談支援、フリースペース「n

ネ ス ト
est」の開設、

相談機関のネットワークづくりなど地域福祉計画に基
づき、生きづらさをかかえた人に寄り添う社会づく
りをすすめています。
　令和３年度、令和４年度には、地域でひきこもりに
ついて理解しサポートする「ひきこもりサポーター」
を養成し、現在 30人のサポーターが活動しています。
今年１月にはひきこもりサポート事業の一環として、
ひきこもり支援に関するシンポジウムや当事者家族の
家族会を開催しました。

　令和６年度からはひきこもり当事者家族会を、伊賀
市社会福祉協議会（伊賀市総合福祉会館）で隔月で開
催しています。
　三重県下で家族会活動をしている三重オレンジの会
や回復者の人も参加し、優しい雰囲気の中で話し合い
をしたり、自由に意見交換を行っています。

参加者の声

　興味がある人は、ひきこもりサポート n
ネ ス ト
est（☎ 

090-3483-2584）までお気軽にご連絡ください。

　「ひきこもり」とは、国のガイドラインによると長
期（６カ月以上）にわたって社会参加（学校に通う、
仕事をする、家庭外で友達と関わりをもつなど）をし
ておらず、主に自宅にとどまっている「状態」を表す
言葉です。他者と交わらない形で外出をしている場合
も「ひきこもり」に含まれます。
　2015 年、2018 年の国の調査をもとにすると、伊
賀市では約 800 人が、ひきこもり、あるいはそれに
近い状態で暮らしていると推計されます。ひきこもり
は決して特殊なことではなく、誰もが自分自身や自分
の身の回りの人に起こり得ることと言えます。

ひきこもり支援に関する市民講座

正しい理解で支える「ひきこもりサポート事業」

当事者家族会を隔月開催しています誰にでも起こり得る「ひきこもり」

　いずれも相談は無料で、秘密、個人情報は厳守しま
す。家族の人もお気軽にご相談ください。

○ひきこもりサポート n
ネ ス ト
est（伊賀市社会福祉協議会）

　☎  090-3483-2584　℻   21-8123
　 nest@hanzou.or.jp
※フリースペースの開設は毎週水・金曜日（祝日、年
末年始などを除く。）午後１時～４時 30分

○三重県ひきこもり地域支援センター
　ひきこもり専門電話相談
　☎ 059-253-7826
　毎週月～金曜日（祝日、年末年始を除く。）
　午前９時～午後４時

相談窓口をご利用ください

ひきこもりサポーター養成講座の様子

普段自分の話をするところがない
のですごく助かっています。

家族会に参加した後は心が少し軽
くなります。
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